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人
類
の
歴
史
は
数
百
万
年
と
さ
れ
る
が
、
初

期
の
人
間
が
一
日
に
消
費
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

食
料
で
二

0
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
焚
火
で
二

0
0
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
—
、
合
計
で

四
0
0
0
キ

ロ
カ
ロ
リ
—

程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
万
年

前
く
ら
い
に
人
間
は
農
業
を
手
中
に
し
て
畜
力

や
水
力
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
は

一
万
二

0
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
増

加
し
た
。
年
率
に
換
算
し
て
平
均

0
・
0
0
0

0
二
％
と
い
う
極
微
の
増
加
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
中
頃
に
蒸
気
機
関
、
十

九
世
紀
前
半
に
内
燃
機
関
が
実
用
に
な
り
、
そ

れ
ら
を
使
用
す
る
農
業
機
械
や
輸
送
機
械
が
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
十
九
世
紀
中

頃
に
は
一
人
＿
日
に

八
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消

費
す
る
社
会
が
登
場
し
た
。
人
間
が
農
業
を
手

中
に
し
て
以
後
の
一
万
年
問
で
は
年
率

O
・
O

二
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
で
あ
る
と
同

時
に
、

化
石
燃
料
と
い
う
地
中
に
埋
蔵
さ
れ
て

い
た
資
源
を
使
用
す
る
時
代
が
出
現
し
た
。

そ
れ
以
後
、
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど

を
使
用
す
る
社
会
が
急
速
に
進
展
し
、
現
在
で

は
＿
人
＿
日
に

二
五
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
—

を
消
費

し
て
生
活
し
て
い
る
。
こ
れ
は
＿
万
年
前
か
ら

約
二
十
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
と

異
常
に
増
加
し
た
人
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
期
間
に
地
球
の
人

口
は
約
二
千
倍
に
増
加
し
て
八

0
億
人
に
接
近

し
て
い
る
か
ら
、
地
球
の
歴
史
で
は
一
瞬
と
い

う
時
間
に
人
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
約
四
万

倍
も
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
数
百
年
前
ま
で
は

木
材
、
畜
糞
、
温
泉
な
ど
で
あ

っ
た
が
、
現
代

で
は
大
半
が
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の

化
石
燃
料
と
総
称
さ
れ
る
資
源
で
あ
る
。
こ
れ

ら
が
化
石
と
命
名
さ
れ
て
い
る
の
は
、
石
炭
で

あ
れ
ば
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
成
長
し
た

樹
木
が
数
億
年
間
か
け
て
地
中
で
変
質
し
た
一

種
の
植
物
化
石
で
あ
り
、
石
油
も
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
成
長
し
た
生
物
の
遺
骸
が
変
質
し
た
動

物
化
石
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

こ
の
化
石
資
源
の
掘
削
利
用
は
二
種
の
問
題

を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
第
一
は
地
球
環
境
へ
の

影
響
で
あ
る
。
地
球
環
境
の
一
部
は
地
熱
な
ど

地
球
内
部
の
熱
源
の
影
響
も
あ
る
が
、
大
半
は

日
中
に
太
陽
か
ら
投
射
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
—
を

受
容
し
、
夜
間
に
放
射
し
て
均
衡
を
維
持
し
て

い
る
。
し
か
し
化
石
燃
料
は
過
去
に
太
陽
か
ら

投
射
さ
れ
て
地
中
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
エ
ネ
ル

ギ
—
を
発
掘
し
て
利
用
す
る
か
ら

、

投
射
と
放

射
の
均
衡
を
破
綻
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

化
石
燃
料
の
重
要
な
欠
陥
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昨
年
、
国
際
連
合
の
下
部
組
織
で
あ
る
ー

P

C
C
は
、
世
界
が
現
状
の
ま
ま
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
を
継
続
す
れ
ば
、
人
間
が
化
石
燃
料
を
大

量
に
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
十
八
世
紀
と
比

較
し
て
、
地
球
の
平
均
気
温
が
二
十
年
後
に
は

-
•
五
度
上
昇
す
る
の
は
確
実
で
あ
り

、

化
石

燃
料
の
使
用
を
今
後
十
五
年
程
度
で
半
減
さ
せ
、

三
十
年
以
内
に
完
全
に
使
用
を
停
止
し
な
け
れ

ば
問
題
は
解
決
で
き
な
い
と
い
う
衝
撃
の
報
告

を
発
表
し
て
い
る
。

第
二
は
化
石
燃
料
が
地
球
内
部
に
膨
大
に
蓄

積
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
有
限
な
資
源
で
あ
る

か
ら
、
大
量
に
消
費
し
て
い
け
ば
、

い
ず
れ
は

枯
渇
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
地
球
に
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
数
量
を
年
採
掘
量

で
割
算
し
た
数
値
を
可
採
年
数
と
い
う
が
、
不

可
思
議
な
こ
と
に
石
油
も
天
然
ガ
ス
も
時
問
と

と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
枯
渇
を
大
騒
ぎ
す
る

業
界
は
オ
オ
カ
ミ
少
年
と
椰
楡
さ
れ
る
こ
と
さ

え
あ
る
（
図
1
)
。

理
由
は
探
査
技
術
と
採
掘
技
術
が
進
歩
し
て

新
規
に
油
田
が
発
見
さ
れ
る
と
と
も
に
、
従
来

は
採
掘
不
能
と
さ
れ
た
海
底
油
田
な
ど
が
利
用

可
能
に
な

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
石

油
の
採
掘
可
能
な
埋
蔵
数
量
は
一
九
六

0
年
に

は
三

0
0
0
億
バ
レ
ル
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で

は
一
兆
五

0
0
0
億
バ
レ
ル
と
五
倍
に
増
加
し

日
本
は
太
陽
発
電
の
先
進
地
域

て
い
る
。

な
く
、

し
か
し
有
限
で
あ
る
こ
と
に
変
化
は

地
球
環
境
へ
の
影
響
か
ら
も
化
石
燃
料

へ
の
依
存
を
低
減
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
登
場
し
て
き
た
の
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
か
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
わ
れ
る
資

源
で
あ
る
。
再
生
可
能
と
い
う
表
現
は
誤
解
さ

れ
る
が
、
太
陽
か
ら
地
球
に
投
射
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
再

生
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
代
表
が
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
—

、

風
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
カ
エ

図 1 石油の可採年数 （年）
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図 2 世界の太陽発電設備容量 (GW) 
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ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
最
初
の
三
種

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

戦
後
、
住
宅
の
屋
根
に
太
陽
熱
温
水
器
と
い

う
箱
型
の
装
置
が
目
立
つ
時
代
が
あ
っ
た
。
冷

水
を
日
射
に
よ
っ
て
温
水
に
し
て
風
呂
や
炊
事

に
利
用
す
る
設
備
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
太
陽

電
池
に
よ

っ
て
太
陽
光
線
を
電
気
に
変
換
す
る

方
式
が
主
力
で
あ
る
。
太
陽
電
池
の
原
理
は
十

九
世
紀
前
半
に
発
見
さ
れ
た
が
、
広
範
に
利
用

さ
れ
は
じ
め
た
の
は
一
九
六

0
年
代
か
ら
で
あ

る
。
当
初
は
高
価
で
普
及
し
な
か

っ
た
が
、
最

近
、
急
速
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
十
一
世
紀
初
頭
に
は
微
々
た
る
能
力
で
あ
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第
二
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
風
力
で
あ

る
。
風
車
と
い
え
ば
＿
部
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

風
力
発
電
で
は
世
界
の
後
進
地
域

っ
た
が
、
二
0
1
0
年
頃
か
ら
一
気
に
増
加
し

は
じ
め
、

一
七
年
に
は
世
界
全
体
の
太
陽
発
電

能
力
の
累
積
は
四

0
0
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
に
な
っ
て

世
界
の
発
電
能
力
の
五
％
に
相
当
し
、
原
子
力

発
電
所
の
発
電
能
力
の
三
九

0
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
を

上
回
っ
た
（
図

2
)
。
国
別
で
は
中
国
が

一
位
で

ニ
ニ
％
、
二
位
が
日
本
で
―
二

％
、
三
位
が
僅

差
の
ド
イ
ツ
で
―
二
％
で
あ
り
、
日
本
は
健
闘

し
て
い
る

（図
3
)
。

図 3

図 4
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遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
を
連
想

す
る
が
、
そ
れ
ら
は
十
五
世
紀
か
ら
排
水
の
た

め
に
建
設
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
人
間
が
帆
船

を
発
明
し
た
の
は
六
千
年
以
上
前
と
推
定
さ
れ
、

エ
ジ
プ
ト
で
耕
地
の
灌
漑
に
風
車
を
利
用
し
た

の
も
同
様
の
時
期
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
の
よ
う
に
発
電
に
風
車
を
利
用
し
た
の
は

十
九
世
紀
の
最
後
の
時
期
で
あ
る
。

一
気
に
増
加
し
た
の
は
地
球
環
境
問
題
が
深

刻
な
話
題
に
な

っ
て
き
た
二
十
世
紀
の
最
後
の

時
期
か
ら
で
、
過
去
十
七
年
間
で
発
電
能
力
は

約
二
十
三
倍
に
増
加
し
て
い
る

（図
4
)。
国
別

で
は
中
国
が
二

0
1
0
年
頃
か
ら
急
速
に
設
備

を
建
設
し
、
最
近
で
は
世
界
の
風
力
発
電
能
力

の
三
五
％
が
中
国
に
存
在
す
る
。
日
本
は
残
念

な
が
ら
世
界
の

O・

六
％
で
順
位
も
十
九
位
で

あ
る
（
図

5
)。
こ
れ
に
は
日
本
の
環
境
条
件
が

影
響
し
て
い
る
。

風
力
発
電
は
一
定
の
方
向
に
一
定
の
速
度
で

気
流
が
あ
る
場
所
が
最
適
で
あ
る
が
、
日
本
は

ユ
—
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
端
に
位
置
し
て
安
定
し

た
風
況
が
な
く
、
し
か
も
台
風
が
襲
来
す
る
た

め
に
構
造
を
強
固
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
全
体

に
適
地
で
は
な
い
。
そ
こ
で
最
近
、
海
上
に
風

車
を
建
設
す
る
構
想
が
出
現
し
て
い
る
が
、
こ

れ
も
高
価
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
の
再
生

17 

図 5

国別の太陽発電設備容量

国別の風力発電設備容量

(2016) 

● 中国

● 日本

● ドイツ

● アメ リカ

0 イタリア

0 イギ リス
,, イン ド

その他

(2017) 

● 中国

● アメリカ

● ドイ ツ

● イン ド

スペイン

イギリ ス

● 日本

その他
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バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
は
木
材
な
ど
を
燃
料
と

す
る
火
力
発
電
で
あ
る
。
木
材
を
燃
焼
す
れ
ば

炭
酸
ガ
ス
が
発
生
す
る
が
、
木
材
は
石
炭
や
石

油
の
よ
う
に
過
去
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
缶
詰

で
は
な
く
、
空
中
に
存
在
し
て
い
た
炭
素
を
樹

木
と
し
て
固
定
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
が
燃

焼
に
よ

っ
て
空
中
に
再
度
放
出
さ
れ
て
も
炭
酸

ガ
ス
が
増
加
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

を
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
大
半
は
暖
房
や
炊
事
に
使
用

さ
れ
て
お
り
、
発
電
の
燃
料
に
な
る
の
は
一
部

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
世
界
全
体
で
は
二

0
0

六
年
か
ら
の
十
年
間
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備

容
量
は
ニ
・
五
倍
に
増
加
し
、
日
本
で
も
同
一

期
間
に
一

・
六
倍
に
増
加
し
て

い
る

（図
6
)。

た
だ
し
日
本
の
場
合
、
木
材
を
燃
料
に
す
る
発

電
は
一
五
％
で
あ
り
、
主
力
は
一
般
廃
棄
物
（五

0
%
）
と
産
業
廃
棄
物
（三
0
%
)
を
燃
料
と
す

る
発
電
で
あ
る
。

日
本
は
国
土
面
積
の
七
割
が
森
林
と
い
う
世

界
で
も
有
数
の
森
林
国
家
で
あ
る
が
、
木
材
を

燃
料
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
比
率
が
少
量

で
あ
る
の
は
、
急
峻
な
地
形
に
山
林
が
展
開
し

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
で
風
力
は
半
分
に
も

な
る
が
、
日
本
で
は
七
％
で
し
か
な
い
。

依
然
と
し
て
化
石
燃
料
依
存
の
日
本

゜゚
2
 

4

3

2

0

 

て
い
る
た
め
、
間
伐
し
て
運
搬
す
る
の
に
手
間

と
費
用
が
か
か
る
影
響
で
あ
る
。
実
際
、
周
辺

の
森
林
を
間
伐
し
て
発
電
す
る
予
定
で
施
設
を

建
設
し
た
が
、
地
域
の
木
材
で
は
数
量
が
不
足

す
る
う
え
価
格
も
高
価
に
な
る
た
め
、
外
材
を

輸
入
し
て
い
る
発
電
施
設
も
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
資
源
問
題
と
環
境
問
題

を
解
決
す
る
手
段
の
よ
う
で
あ
る
が
、
問
題
が

あ
る
。
第
一
は
化
石
燃
料
で
発
電
す
る
よ
り
も

高
価
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
解
決
の
た
め

図 6 日本のバイオマス発電設備容量 (GW)
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に
ヨ
—
ロ

ッ

パ
や
日
本
で
は

固
定
価
格
買
取
制

度

(F
ー
T
)を
導
入
し
、
従
来
の
方
法
で
発
電

さ
れ
た
電
力
と
の
差
額
を
消
費
者
側
が
支
払
う

料
金
に
上
乗
せ
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
で
は
世
帯
あ
た
り
年
間
一
万
円
近
く

に
な
り
、
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

第
二
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
名
前
の
よ

う
に
発
電
能
力
は
自
然
次
第
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
太
陽
電
池
は
夜
間
や
雨
天
に
は
役
立
た
な

い
し
、
風
力
発
電
は
強
風
や
無
風
で
は
能
力
を

発
揮
し
な
い
。
火
力
発
電
や
水
力
発
電
は
需
要

に
対
応
し
て
発
電
で
き
る
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
巨
大
な
蓄
電
設
備
を
用
意
す
る
必
要
が
あ

る
。

し
か
し
、
—

P
C
C

が
警
告
す
る
破
局
の

回
避
の
た
め
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
役
割
が

重
要
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇

三
0
年
の
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
想
定
は

化
石
燃
料
が
七
六
％
、
原
子
力
が
一

0
%
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
四
％
で
あ
る
。
二
0
1
0

年
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
は
七
％
で
あ

っ
た
か
ら
、
二
十
年
間
で
倍
増
さ
せ
る
計
画
で

は
あ
る
が

、

—

P
C
C

の
警
告
に
は
対
応
で
き

て
い
な
い
。
こ
の
警
告
が
正
当
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
く
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
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